
個人トータル表

男　子 平成28年7月31日 16:10 開始

１回戦

◎ 25 19
82 15 17 80

20 18
22 26

番号 氏　　名 得点 3P 2P FT 反則 番号 氏　　名 得点 3P 2P FT 反則

* 4 藤本　巧太 20 0 6 8 1 * 4 藤原　佑介 11 1 3 2 3

* 5 濱田　裕太郎 16 4 2 0 2 * 5 鈴木　翔 11 3 1 0 2 CTO ＯＴ１ ＯＴ２ ＯＴ３ ＯＴ４

* 6 井上　敬翔 17 2 4 3 1 6 兼平　隆世 3 1 0 0 2 TeamA 19:30 19:54 29:53 39:38 39:49 : : : :

7 大杉　飛翼 0 0 0 0 2 * 7 宮澤　亮 18 2 6 0 4 TeamB 6:03 : 23:39 28:18 33:26 : : : :

8 窪田　靖生 - - - - - 8 山田　陸 2 0 1 0 1

9 井上　友翔 - - - - - 9 松田　武彦 - - - - -

10 川地　湖太郎 - - - - - * 10 渡辺　僚 9 1 3 0 3

* 11 山路　哲司 15 1 5 2 2 11 植田　真大 2 0 1 0 2

12 牛尾　慶斗 - - - - - 12 深澤　香貴 0 0 0 0 2

13 宮田　渚生 - - - - - 13 永倉　靖大 - - - - -

14 藤本　翔己 0 0 0 0 2 14 梨本　惇 - - - - -

* 15 小島　基嵩 14 0 6 2 3 * 15 SAMBOU ABABACAR MBAYE NDIAYE ANDRE 24 0 8 8 4

ｺｰﾁ 沼波　望 0 ｺｰﾁ 廣田　誠 0

Aｺｰﾁ 石原　雅也 Aｺｰﾁ 反町　駿太

合　　　計 82 7 23 15 13 合　　　計 80 8 23 10 23

　　主審： 橋本恵一

　　副審： 市川　雄介

戦評： 記録： 海田高校山本　風太
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（静岡県）

育英

（兵庫県）

3rd
4th

３・４Ｐ

沼津中央

平成28年度全国高等学校総合体育大会バスケットボール競技大会
第69回全国高等学校バスケットボール選手権大会
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育英 沼津中央

〔 戦 評 〕

育英はハーフコートマンツーマン、沼津中央はオールコートマンツーマンでスタート。第１Ｐ、序盤から沼津中央は＃１０のドライブ、＃７のミドル

シュートで得点していく。育英は＃５の３Ｐ、＃６のインサイドで対抗するが、高さで勝る沼津中央がリバウンドからペースを掴み、リードする。育英も

＃１１の３Ｐ、１５のミドルで食い下がり、点差を縮める展開となる。残り３分半で育英＃５の３Ｐで逆転に成功し、その後も早い展開に持ち込み、リード

する。沼津中央は高さのある＃１５を起点に攻めようとするも、育英の組織的なディフェンスに阻まれ、思ったように得点できない。育英は＃６、＃１５

のインサイド、＃４のミドルと多彩な攻めを見せ、２５対１９で育英がリードして第１Ｐ終了。

第２Ｐ、沼津中央はディフェンスの圧力を強め、＃１５のスティールからのダンクシュートで勢いづく。対する育英も、落ち着いてボールを回し、簡単に

は主導権を渡さない。育英は＃４のドライブ、＃１５のオフェンスリバウンドからのゴール下、＃５のミドルシュート、＃６のインサイドの１対１と的を絞ら

せない攻めを展開する。沼津中央は＃１５のゴール下、＃７のミドルシュート、３Ｐで得点を重ねるが、育英が４０対３６と４点リードして前半を終える。

第３Ｐ、両チームマンツーマンでスタート。＃１５のインサイド、＃５の３Ｐで、点差を縮めるも、育英は＃４、＃１１が巧みなドライブから得点し、リードを

保つ。育英は高さの劣るインサイドを全員でケアし、粘り強く守る。沼津中央はタイムアウトから２－２－１オールコートプレスからの２－３ゾーンディ

フェンスへと変化させ、流れを引き寄せる。しかし、育英は＃５の３Ｐ、＃４のドライブを効果的に決め、主導権を渡さない。沼津中央２回目のタイムア

ウトを請求。その後、沼津中央は、＃５の３Ｐで何とか点差を縮める。６０対５４で育英がリードし、第３Ｐ終了。

第４Ｐ、沼津中央は２－３ゾーンを継続する。一方、育英は＃５、＃６の３Ｐ、＃１１のドライブで得点し、点差を広げる。沼津中央は育英の粘り強い

ディフェンス・ポジション争いにフラストレーションを溜め、＃１５がテクニカルファウルを宣告され、流れが悪くなる。沼津中央は最後のタイムアウトを

取り、ディフェンスをマンツーマンに戻す。残り２分沼津中央＃７の３Ｐが決まり、１点差に追いつくが、すぐさま育英＃６も３Ｐを決め返し、点差を４点

へと戻す。沼津中央は３Ｐを放ち、追いつこうとするも外れ、ファウルゲームに持ち込む。＃４が落ち着いてフリースローを決めていくが、沼津中央は

スティールからゴール下を決め、残り１１秒で２点差へ追いつく。育英はタイムアウトを請求し、その後、育英は＃１１がフリースローを確実に２本決め、

勝負を決め、８２対８０で育英が接戦を制した。
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